
未来づくり懇談会（東町・早川町）会議録 

 

日 時：平成２９年８月１日（火） 

                       １８：３０～１９：５８ 

                   場 所：東町自治公民館 

出席者：市長、教育長、スポーツ推進班長 

 

１ 開  会  １８：３０      進行：秘書広報課長 

 

２ あいさつ  矢板市長 

 

３ 出席者紹介 

 

４ 矢板市設定テーマ 

  ○（仮称）とちぎフットボールセンターの整備について 

・資料に基づき、経過等を説明。 

 現在は、たかはら那須スポーツクラブ（以下「ＴＮＳ」）の提案内容が実現可能か 

を民間事業者に依頼して精査しているところ。具体性があることが判断できれば、 

ＴＮＳから説明会を開催してもらうこととなる。実現性があるのかはコンサルタン 

トに依頼して専門的な目線で精査をお願いしている。懸念するところについては、 

ＴＮＳに伝えていく。 

平成 28年 9月 

平成 29年 6月 

平成 29年 7月 

 

平成 29年 10月 

 

平成 29年 12月 

民間活力導入可能性調査業務を委託 

民間活力導入可能性調査の結果を議会全員協議会で報告。 

NPO法人たかはら那須スポーツクラブから民設民営での 

実施提案書提出。 

事業計画検証業務を委託 

検証結果、実現可能性ありと報告。 

12月定例会で NPO法人たかはら那須スポーツクラブに 

施設整備及び運営を委ねる旨を表明。 

 

  Ｑ１ 計画について近隣住民に話がなかった。このことに限らずいろいろな事業で関 

わってくるのは周りの住民だが、説明もなく新聞でしか情報が分からなかった。 

市役所へは誰からも話はなかったのか。 

  Ａ１ 計画が持ち上がった段階で行政区長には話をしていると説明を受けている。近 

隣住民から直接説明がなかったことに末広町でも不快の念を示された方もいたと 

聞いている。また、近隣住民からは夜間照明、騒音、虫、道路渋滞などの問題も 

懸念されている。 

 

 



  Ｑ２ 何か意見があっても窓口が分からない。去年のお盆休みの重機を用いた除草の 

際も、どこへ言ったらいいか分からず、やむなく市長に直接相談しに行った経緯 

がある。事前連絡をするなど風通しを良くしてほしい。 

  Ａ２ 事業についての担当課は生涯学習課スポーツ推進班になる。何かあったら言っ 

てほしい。 

 

  Ｑ２ 観客席はないということだが、一般市民が関わること、入場したり観覧したり 

ということはできないのか。 

  Ａ２ 出入りは自由にさせてもらえればと思っている。しかし観客席がないので入場 

料を取って試合をやることは期待できない。 

 

  Ｑ３ サッカーの練習に関わる人でないと楽しむことができないのか。 

  Ａ３ 当初の計画だとグラウンドゴルフなどに使ってもらえればという話だった。 

 

  Ｑ２ 市としてはフットボールセンターに投資をすることになるが、見返りの数字が 

ない。市としてはどれだけ潤うのか。お弁当や飲み物が売れるだけではないか。 

  Ａ２ 市では現在、スポーツツーリズムを推進している。昨年、スポーツツーリズム 

のアクションプランを作る中で施設自体はなかなか黒字というわけにいかなくと 

も、いろいろなところでお金を落としてもらうような取り組みはやっていかなく 

てはならない。 

 

  Ｑ３ ＴＮＳとなった場合は土地を貸すことになる。そこで税収があがってくるはず 

だがそうではないのか。 

  Ａ３ ＴＮＳの提案では土地の無償貸付、固定資産税減免。その代り市負担額は、約 

１億円でよい。かつ年間の維持管理費は矢板市では支払わない。 

 

  Ｑ４ ＴＮＳの案にした場合、空き地が生じるがこれは遊ばせておくのか。 

Ａ４ 空きスペースはスポーツツーリズムや健康づくり、生きがいづくりの拠点とし 

  て整備をしていくことで署名をもらっているので、何らかの事業は考えている。 

 

Ｑ５ 運動公園とはどうやって棲み分けるのか。 

  Ａ５ 矢板運動公園はこれまで矢板市の総合スポーツゾーン的な役割を果たしてきた。 

 平成３４年の国体では、市では女子サッカーと軟式野球の試合をやることが内定 

しているので、今後お金をかけて直していくことになる。 

その一方で、フットボールセンターも作っていくこととなる。 

 

  Ｑ６ 小山のサッカー場の進捗状況は矢板と比較してどうか。 

  Ａ６ 進捗状況であれば、小山は矢板より遅れている。民間活力導入可能性調査につ 

いても、小山では本年度の予算でその調査委託費を計上し、来年の３月までに報 

告書をあげるということで、１年ほど小山が遅れている。 



 

５ 意見交換 

  Ｑ１ 朝、東町の人が塩谷病院の方へ出るのは本町の方を回るか、中央通りから木幡 

アンダーを通るしかない。上田医院から先の道路の整備（わかば通りの延伸）を 

お願いしたい。できれば東北本線の上を通って塩谷病院まで伸ばしてほしい。 

  Ａ１ 朝の時間帯は交通規制があり車が通行することができない。わかば通りについ 

ては本年度予算で調査に関する予算を計上している。その先の延伸については難 

しいが、何かいい方法は考えていきたい。 

平成 30年度 わかば通りの現況測量、詳細設計予定 

 

  Ｑ２ つつじ通りの途中から歩道がなく大変狭いて危険。計画はあるようだが、財政 

的になかなか進まないと聞いている。できるだけ早く計画を進めてもらいたい。 

  Ａ２ 沿道の地権者の方が積極的にご協力を頂けるということであれば、延伸をさせ 

て頂きたいと思う。 

 

  Ｑ３ 大雨が降った際に排水が追い付かず困っている。 

Ａ３ 東町は比較的昔に開発をされた区域が多い。道路はあっても道路側溝はないと 

いう場所もある。優先順位をつけて少しずつやらせて頂いている。道路側溝の件 

は東町の隠れた課題だと認識している。 

 

  Ｏ４ 御前原公園周辺の道路整備をお願いしたい。 

 

  Ｑ５ 東小の児童が水筒を持ってきている。東小は児童数に対して水道の設備が足り 

ないから水筒を持たせているということだが、水筒を持っていかせる理由は何か。 

  Ａ５ 水筒の件についてはいろいろなご意見がある。塩素の入った水道水を飲ませた 

くないという親もいる。冷えた水を飲ませたいという人もいる。登下校で距離の 

ある子は途中で水分補給をさせたいという意見もある。そういった要望があって、 

東小では水筒を持ってきてよいということになっていると思われる。 

 

 

６ 閉  会  １９：５８ 


